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　11月になると、外は寒く、天気の良い日も減って外で
遊ぶことが少なくなりました。だから最近はよく児童館を
利用しています。うちの子はドッジビーをしたり、おまま
ごとしたりと自由に遊んでいるので本当に助かります。で
も、帰る時間になってもなかなか家に帰ろうとせずかなり
時間がかかるので、何かよい方法があったら教えてほしい
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｋ！ｋ）

昨年我が家に新アイドル誕生！Japaneseサムライこと侍亮
が加わりました。お姉ちゃんにライバル意識むき出しな華帆
とその華帆に果敢に挑む侍亮。その２人を厳しく＆優しく見
守る梨乃。おかげでいつも家中元気な笑顔であふれています。
３人とも本当にありがとう♪そしてMerry Christmas☆

父：学　　母：美香（木呂場）

ひろた かほ

廣田 華帆ちゃん

平成23年６月13日生

ひろた さすけ

廣田 侍亮くん

ひろた りの

廣田 梨乃ちゃん

平成26年３月８日生 平成21年９月25日生

父：栄一郎　　母：佐知子（グリーンタウン）

いつも咲凛のお世話をしてくれる寧音。
最近は咲凛に歌を歌ってあげたり、絵本を見せ
てあげたり、すっかりお姉ちゃんです。
これからも仲良し姉妹でいてね。

はやし

林　寧音ちゃん

さり

林　咲凛 ちゃん

平成25年７月19日生 平成27年４月30日生

アイドルアイドル K
A
W
A
K
IT
A

ちょっとちょっと一息一息

12月12月わが家の

ヘルシー&
デリシャスメニ

ューヘルシー&
デリシャスメニ

ュー

草深甚四郎慰霊剣道大会
（１０月２５日）

草深甚四郎慰霊剣道大会
（１０月２５日）

ねお はやし



　川
北
町
文
化
祭
が
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
町
民
の
方
が
会
場
に

訪
れ
ま
し
た
。

　作
品
展
示
会
場
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
日
の
た
め
に
長
い
時
間

を
か
け
て
つ
く
っ
た
作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
作
品

の
出
来
映
え
に
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
農
産

物
販
売
、
お
茶
会
な
ど
も
催
さ
れ
、
た
く

さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　今
年
の
「
文
化
の
日
記
念
講
演
」
の
講

師
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
柔
道
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
古
賀
稔
彦
さ
ん
。
最
初
に
五
輪
の
ビ

デ
オ
を
視
聴
し
、
そ
の
後
、
今
と
は
異
な

る
幼
少
期
の
こ
と
や
、
柔
道
を
始
め
た
頃

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
を
、

来
場
者
と
の
か
け
あ

い
も
交
え
な
が
ら

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
話
さ
れ
、
会

場
は
終
始
笑
い
に

包
ま
れ
た
楽
し
い
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

（
11
月
3
日
）

川
北
町
文
化
祭

文
化
に
親
し
み
触
れ
あ
っ
た

芸能おさらい会
（11月８日）

川北中文化祭
（10月31日）

午前は合唱の部が行われました

午後からは演劇「グルグルゴーモンマシーン」を熱演

古賀稔彦さん古賀稔彦さん
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川
北
町
表
彰
式
町
賞

北
光
賞

山
本
　
靜
男 

さ
ん
（
木
呂
場
）

●
主
な
経
歴

昭
和
54
年
４
月
〜
平
成
27
年
４
月

　
川
北
村
・
川
北
町
議
会
議
員

平
成
３
年
５
月
〜
平
成
７
年
４
月

　川
北
町
議
会
議
長

昭
和
58
年
５
月
〜
昭
和
62
年
４
月
、

平
成
７
年
５
月
〜
平
成
27
年
４
月

　川
北
町
監
査
委
員

●
主
な
表
彰
な
ど

平
成
19
年
10
月

　地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記
念
監
査
事
務

　功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

平
成
26
年
10
月

　永
年
在
職
町
村
議
会
議
員
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　総
務
大
臣
表
彰

　
11
月
３
日
、
多
く
の
来
賓
や
関
係
者
が
見

守
る
中
、
川
北
町
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
前
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、

町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
に
顕
彰
状
、

各
分
野
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
た
方
に
は
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
西
野
昇
吾
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
賞

西
野
　
昇
吾 

さ
ん
（
下
先
出
）

●
主
な
経
歴

平
成
３
年
４
月
〜
平
成
27
年
４
月

　川
北
町
議
会
議
員

平
成
15
年
５
月
〜
平
成
17
年
６
月
、

平
成
21
年
６
月
〜
平
成
23
年
４
月

　川
北
町
議
会
議
長

平
成
16
年
１
月
〜
平
成
17
年
６
月

　石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
、

　北
信
越
町
村
議
会
議
長
会
会
長

　 （
平
成
16
年
３
月
か
ら
）

●
主
な
表
彰
な
ど

平
成
19
年
２
月

　全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
（
自
治
功
労
賞
）
　

平
成
22
年
４
月

　石
川
県
知
事
表
彰
（
特
別
功
労
賞
）

大会長賞

川北まつり写真 ならびに 絵画コンテスト表彰

羊　永明さん
（白山市）

山森 奏奈さん
（なでしこタウン）

写真の部絵画の部
北國新聞社長賞

宮山 良徳さん
（小松市）

松浦 悠拳さん
（ひばりタウン）

写真の部絵画の部
実行委員長賞

高松　昇さん
（能美市）

吉野 宏孝さん
（中島）

写真の部絵画の部

佐野 成都さん
（サンハイム川北）

文
化
活
動
功
労
賞川北　弘さん

（木呂場）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞上田 宏一さん

（上田子島）

文
化
活
動
奨
励
賞川北町将棋愛好会

　
２
年
生
で
生
徒
会
副
会
長

を
務
め
、
文
化
活
動
で
は
、

校
内
意
見
発
表
大
会
優
良
賞

を
受
賞
す
る
。
部
活
動
は
剣

道
部
に
所
属
し
、
キ
ャ
プ
テ

ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
、

他
の
部
員
の
模
範
と
し
て
各

種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
修

め
る
。
ま
た
、
学
習
面
や
生

徒
会
活
動
、
あ
ら
ゆ
る
学
校

行
事
に
意
欲
的
に
活
動
し
、

誠
実
に
取
り
組
み
他
の
生
徒

か
ら
の
厚
い
信
頼
を
得
て
い

る
。

川北リバース川北町女子バレーボールチーム川北中学校陸上部
女子リレーチーム

川北町少年剣道深武館

本野 千夏さん
（木呂場）

藤井 恵介さん
（グリーンタウン）

佐野 成都さん
（サンハイム川北）

森　修矢さん
（けやきタウン）

大坪 明鈴さん
（けやきタウン）

岩本 明優奈さん
（けやきタウン）

紺谷　保さん
（中島）

ボ
ク
シ
ン
グ

空
手
道

森　遥香さん
（けやきタウン）

供田 崇弘さん
（けやきタウン）

西田 奈央さん
（橘新）

武田 瑞生さん
（サンハイム橘）

東　亮太さん
（上田子島）

剣
道

剣
道

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

陸
上

陸
上

陸
上

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

卓
球

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（謝辞を述べる西野昇吾氏）
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門前　敦士くん
（ひばりタウン）

もんぜん あつし

中島　美弥子ちゃん
（グリーンタウン）

なかしま みやこ

北井　　琴ちゃん
（舟場島）

きたい こと

山本　颯太くん
（ひばりタウン）

やまもと そうた

安達　汐栞ちゃん
（木呂場）

あだち しおり

東　　樹良
（下土室）

ひがし じゅら

浜野　寿麻ちゃん
（下田子島）

はまの じゅあ

★★

★

★

★

★

★

３歳児検診で３歳児検診で のみんなのみんなよい子よい子虫歯虫歯のなかったのなかった

くん

　

11
月
８
日
に
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
舟
場
島
地
区
の
集
会
所
よ
り
出

火
し
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
町
消
防
団

員
、
舟
場
島
自
衛
消
防
隊
員
、
川
北
分
署

職
員
が
出
動
。
手
順
や
水
の
圧
力
な
ど
確

認
し
な
が
ら
消
火
訓
練
を
行
い
、
万
が
一

の
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
備
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
も
行
わ
れ
、

防
火
意
識
の
高
揚
を
町
民
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
る
季
節
で
す
。

火
の
元
に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
７
日
に
、
中
島
小
学
校
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
と
そ
の
保
護
者
が
、
町
内
の
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
の
店
頭
で
、
火
災
予
防
運
動

の
街
頭
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
来
店
す
る
人
々
一
人
ひ

と
り
に
チ
ラ
シ
を
配
り
、
本
格
的
な
冬
の

到
来
を
前
に
火
の
取
り
扱
い
な
ど
防
火
の

大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
に
、
第
１
回
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
地
方
創
生
本
部
有
識
者
会
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
今
後
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
や
、
川
北
町
総
合
戦
略
の
策
定

に
む
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
数
回
に
わ
た
り
会
議
が
開

か
れ
、
今
年
度
中
の
策
定
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

草
深
甚
四
郎
慰
霊
剣
道
大
会
が
10
月
25
日

に
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
１
０
９

チ
ー
ム
、
７
０
０
名
の
剣
士
が
日
々
の
練
習

で
磨
い
た
剣
の
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

こ
の
剣
道
大
会
は
、
昭
和
11
年
に
甚
四
郎

の
墓
前
で
開
催
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
戦

中
、
戦
後
に
一
時
の
中
断
を
は
さ
み
ま
し
た

が
、
今
年
で
69
回
目
を
迎
え
県
内
で
最
も
歴

史
の
あ
る
大
会
で
す
。

　

開
会
式
の
後
、打
太
刀
吉
田
光
勲
さ
ん（
壱

ツ
屋
）、
仕
太
刀
上
登
正
人
さ
ん
（
下
先
出
）

に
よ
る
「
深
甚
流
の
形
」
に
続
き
、
日
本
剣

道
形
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
個
人

戦
、団
体
戦
の
順
に
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
季
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

子
ど
も
達
が
防
火
を

呼
び
か
け
る

川
北
町
総
合
戦
略

有
識
者
会
議
を
開
催

草
深
甚
四
郎
慰
霊

剣
道
大
会
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門前　敦士くん
（ひばりタウン）

もんぜん あつし

中島　美弥子ちゃん
（グリーンタウン）

なかしま みやこ

北井　　琴ちゃん
（舟場島）

きたい こと

山本　颯太くん
（ひばりタウン）

やまもと そうた

安達　汐栞ちゃん
（木呂場）

あだち しおり

東　　樹良
（下土室）

ひがし じゅら

浜野　寿麻ちゃん
（下田子島）

はまの じゅあ

★★

★

★

★

★

★

３歳児検診で３歳児検診で のみんなのみんなよい子よい子虫歯虫歯のなかったのなかった

くん

【
席
題
】

１
位　

ふ
る
さ
と
の
紅
葉
を
沈
め
手
漉
き
和
紙

	

東　
　

洸
陽
（
壱
ツ
屋
）

２
位　

生
家
に
は
生
家
の
に
ほ
ひ
柚
子
黄
な
り

	

森　
　

讓
治
（
草　

深
）

３
位　

錦
秋
や
訛
り
飛
び
交
ふ
道
の
駅

	

寺
岡
美
和
子
（
中　

島
）

３
位　

矻こ
つ
こ
つ矻
と
卒
寿
の
兄
の
菊
作
り

	

舞
田
セ
ツ
子
（
与
九
郎
島
）

【
兼
題
】　
「
紅
葉
」・「
露
」

１
位　

露
を
抱
く
峡
に
一
揆
の
裔
眠
る

	

東　
　

洸
陽
（
壱
ツ
屋
）

２
位　

芋
の
葉
の
露
の
く
づ
る
る
朝
の
風

	

森　
　

讓
治
（
草　

深
）

３
位　

参
道
へ
伸
び
る
一
枝
や
初
紅
葉

	

舞
田
セ
ツ
子
（
与
九
郎
島
）

３
位　

草
も
み
ぢ
俳
聖
し
の
ぶ
渡
し
跡

	

寺
岡
美
和
子
（
中　

島
）

３
位　

史
を
秘
め
て
一
揆
城
址
や
露
深
し

	

大
口　

正
昭
（
下
土
室
）

　

川
北
大
橋
の
管
理
事
務
所
跡
地
に
寄
り

道
パ
ー
キ
ン
グ
が
完
成
し
、
10
月
30
日
供

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
北
大
橋
は
、
平
成
25
年
３
月
31
日
に

無
料
化
さ
れ
、
以
降
料
金
所
の
撤
去
な
ど

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
に
は
、
川
北
大
橋
や
川
北
町
の
特

産
品
に
関
す
る
情
報
、
白
山
連
峰
を
は
じ

め
四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

運
転
で
疲
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

寄
り
道
パ
ー
キ
ン
グ
が
完
成

川
北
町
文
化
祭

　
　
　
協
賛
大
会
結
果

町
民
俳
句
大
会
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☆
女
子
の
部

　

第
１
位　

本
田　

洋
子(

朝
日)

　

第
２
位　

茂
藤　

洋
子(

下
先
出)

　

第
３
位　

東
田
美
栄
子(

下
先
出)

　

第
４
位　

南　
　

武
子(

上
田
子
島)

　

第
５
位　

福
島　

淳
子(

木
呂
場)

　

第
６
位　

山
本　

弘
子(

橘)

■
野
々
市
市-

川
北
町
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
10
／
14　

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
）

☆
男
子
の
部

　

第
１
位　

村
田　

信
次(

三
反
田)

　

第
６
位　

室
谷
久
美
夫(

与
九
郎
島)

　

第
９
位　

土
田　

外
幸(

草
深)

　

第
10
位　

元
谷　

重
朗(

壱
ツ
屋)

☆
女
子
の
部

　

第
１
位　

本
田　

洋
子(

朝
日)

　

第
２
位　

真
砂　

正
子(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

　

第
４
位　

山
本　

弘
子(

橘)

　

第
５
位　

田
中
百
合
子(

朝
日)

　

第
８
位　

舟
田　

君
栄(

上
田
子
島)

　

第
10
位　

荒
木
紀
代
美(

橘
新)

■
加
賀
地
区
中
学
校
新
人
体
育
大
会

　
（
10
／
10
〜
17
能
美
市
）

☆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

第
２
位　

川
北
中
学
校

☆
陸
上
競
技

　

男
子
総
合
２
位

　

男
子
１
年
１
０
０
ｍ　

第
１
位　

東　
　

亮
太(
上
田
子
島)

　

男
子
１
０
０
ｍ　
　

第
２
位　

武
田　

瑞
生(
サ
ン
ハ
イ
ム
橘)

　

男
子
走
高
跳　
　
　

第
３
位　

川
上　

倖
輝(
草
深)

■
石
川
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
（
６
／
27
・
28　

金
沢
市
）

☆
男
子
1
・
2
年
１
０
０
ｍ

　

第
３
位　

武
田　

瑞
生(

サ
ン
ハ
イ
ム
橘)

☆
女
子
４
０
０
ｍ
Ｒ

　

優　

勝　

川
北
中
学
校

　
　
　
　
　
（
亀
田
早
彩
、
伊
藤
梨
彩
、
西
田
奈
央
、

　
　
　
　
　

 

遠
塚
谷
未
悠
）

■
石
川
県
通
信
陸
上
大
会
（
７
／
11
・
12　

金
沢
市
）

☆
男
子
１
年
１
０
０
ｍ

　

第
２
位　

東　
　

亮
太(

上
田
子
島)

☆
男
子
２
年
１
０
０
ｍ

　

第
３
位　

武
田　

瑞
生(

サ
ン
ハ
イ
ム
橘)

■
Ｕ
12
・
14
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
テ
ニ
ス
大
会

　
（
９
／
12　

能
美
市
）

☆
Ｕ
12
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
16　

屋
宜　

優
伽(

サ
ン
ハ
イ
ム
川
北)

■
町
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
10
／
10　

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
）

☆
総
合
の
部

　

優　

勝　

田
中
百
合
子(

朝
日)

☆
男
子
の
部

　

第
１
位　

茂
藤　

健
治(

下
先
出)

　

第
２
位　

村
田　

正
邦(

三
反
田)

　

第
３
位　

元
谷　

重
朗(

壱
ツ
屋)

　

第
４
位　

山
田　

久
則(

下
田
子
島)

　

第
５
位　

土
田　

外
幸(

草
深)

　

第
６
位　

村
田　

信
次(

三
反
田)

　

男
子
１
年
走
幅
跳　

第
３
位　

森
元　

翔
太(

中
島)

　
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ　

第
３
位　

川
北
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
惇
平
、
東　

亮
太
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
田
優
誠
、
武
田
瑞
生
）

　

女
子
１
０
０
ｍ　
　

第
２
位　

西
田　

奈
央(

橘
新)

☆
卓
球
競
技
女
子
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
位　

川
北
中
学
校

■
ダ
イ
ワ
マ
ル
エ
ス
旗
野
球
大
会

　
（
10
／
12
、
25　

金
沢
市
）

　

１
回
戦　

川
北
町
学
童
野
球
ク
ラ
ブ 

３ 

︱ 

１ 

杜
の
里
バ
ン
ビ
ー
ノ

　

２
回
戦　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

 

２ 

︱ 

６ 

中
条
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

■
寿
野
球
能
登
大
会
（
10
／
18　

輪
島
市
）

　

１
回
戦　

川
北
リ
バ
ー
ス　

６ 

︱ 

３　

津
幡
ス
タ
ー
ズ

　

２
回
戦　
　
　

〃　
　
　
　

１ 

︱ 

15　

珠
洲
Ｓ
Ｇ
Ｓ

■
町
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大
会

　
（
10
／
18　

町
総
合
体
育
館
）

６
年
生　
　

第
１
位　

奥
村
愼
太
郎(

橘)

　
　
　
　
　

第
２
位　

善
田　

暖
乃(

サ
ン
ハ
イ
ム
川
北)

　
　
　
　
　

第
３
位　

本
野　

真
苗(

木
呂
場)

　
　
　
　
　
　

〃　
　

披
岸　

志
都(

サ
ン
ハ
イ
ム
川
北)

５
年
生　
　

第
１
位　

奥
山　

未
絃(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　

第
２
位　

清
水　

昴
輔(

サ
ン
ハ
イ
ム
橘)

　
　
　
　
　

第
３
位　

小
竹
菜
乃
華(

橘)

　
　
　
　
　
　

〃　
　

西
田　

悠
真(

三
反
田)

４
年
生　
　

第
１
位　

奥
村　
　

恵(

橘)

　
　
　
　
　

第
２
位　

今
村　

美
月(

サ
ン
ハ
イ
ム
中
島)

　
　
　
　
　

第
３
位　

竹
田　

愛
香(

サ
ン
ハ
イ
ム
中
島)

　
　
　
　
　
　

〃　
　

塚
本　

知
里(

木
呂
場)
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３
年
生
Ａ　

第
１
位　

小
林　
　

舞(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　

第
２
位　

佐
々
木
優
杏(

草
深)

　
　
　
　
　

第
３
位　

中
原　

紗
良(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　
　

〃　
　

北
出　

七
聖(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

３
年
生
Ｂ　

第
１
位　

奥
村　

美
羽(

な
で
し
こ
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　

第
２
位　

原　
　

來
美(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　

第
３
位　

常
山　

幸
来(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　
　

〃　
　

幅
田　

大
夢(

な
で
し
こ
タ
ウ
ン)

２
年
生
Ａ　

第
１
位　

小
木
曽
歩
美(

与
九
郎
島)

　
　
　
　
　

第
２
位　

中
西　

春
愛(
ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　

第
３
位　

野
村
穂
乃
香(
ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　
　

〃　
　

西　
　

七
生(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

２
年
生
Ｂ　

第
１
位　

小
川　

叶
夢(

与
九
郎
島)

　
　
　
　
　

第
２
位　

吉
野　

瑛
愛(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　

第
３
位　

福
原　
　

唯(

下
田
子
島)

　
　
　
　
　
　

〃　
　

大
竹　

莉
愛(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

■
杏
ち
び
っ
こ
サ
ッ
カ
ー
交
流
会
２
０
１
５

　
（
Ｕ-

９
の
部
）（
10
／
18　

白
山
市
）

☆
予
選
リ
ー
グ

　

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　

７ 

︱ 

１　

北
陽

　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

12 

︱ 

０　

Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ

　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

２ 

︱ 

０　

額

☆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　

０ 

︱ 

０　

冨
陽

　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ｋ　

３ 

︱ 

１
）

　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

１ 

︱ 

２　

高
松

　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

１ 

︱ 

０　

テ
イ
ヘ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
第
３
位
）

■
町
囲
碁
大
会
（
10
／
24　

百
寿
会
館
）

　

優　

勝　

小
田　

佳
則(

能
美
市)

　

第
２
位　

東　
　

正
三(

中
島)

　

第
３
位　

西
田　

義
雄(

三
反
田)

｢

が
ん
ば
る
み
ん
な
を
応
援
し
ま
す｣

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
成
績
を
掲
載
し
、
今
後
の
活

動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
・
連
絡
先

   

総
務
課 

℡
（
２
７
７
）１
１
１
１　

有
線 

２
０
３
１
ま
で

■
草
深
甚
四
郎
慰
霊
剣
道
大
会

　
（
10
／
25　

町
総
合
体
育
館
）

☆
団
体
戦
小
学
生
の
部

　

準
優
勝　

川
北
町
少
年
深
武
館
Ａ

　
　
　
　
　
（
角　

惇
生
、寺
岡
央
喜
、高
本
智
朗
、佐
野
太
一
、

　
　
　
　
　

  

末
政
尚
志
）

☆
個
人
戦
小
学
生
の
部

　

第
３
位　

末
政　

尚
志(

中
島)

　
　

〃　
　

角　
　

惇
生(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

■
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
（
10
／
30
〜
11
／
１　

岐
阜
県
）

☆
Ｍ
45　

男
子
や
り
投

　

第
１
位　

奥
村　

栄
一(

橘)　

51
ｍ
15

☆
Ｍ
45　

男
子
円
盤
投

　

第
５
位　

奥
村　

栄
一(

橘)　

30
ｍ
58

■
改
組
新
日
展

☆
洋
画

　

新
人
選　

中
村　

陽
一(

下
田
子
島)

■
石
川
県
歌
人
協
会
大
会

　

大
会
賞　

森
田　

艶
子(

壱
ツ
屋)

　
　
　
　
　
　
「
ふ
た
た
び
は
縫
っ
て
は
な
ら
ぬ
「
千
人
針
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

征
き
し
兄
顕
つ
朝
の
ド
ラ
マ
に
」
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使用料及び
手数料
（3.6％）

諸収入
（1.7％）

繰越金、
財産収入など
（8.1％）

地方譲与税
（0.5％）

町税
（35.4％）
町税

（35.4％）国・県支出金
（15.0％）

町債
（11.9％）

地方交付税
（19.5％）

その他交付金
（2.3％）

●
特
集
　平
成
26
年
度
決
算
状
況

●
特
集
　平
成
26
年
度
決
算
状
況

平
成
26
年
度
決
算
状
況

平
成
26
年
度
決
算
状
況

　平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
、特
別
会
計
の
決

算
状
況
が
ま
と
ま
り
、11
月
に
議
会
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
頂
い
た
大
切

な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、そ
の
決

算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●一般会計●●一般会計●
歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰越すべき財源

実質収支

　３８億８，２６８万円(前年度比　１.７％減)

　３７億１，５０９万円(前年度比　０.８％増)

　  １億６，７５９万円(前年度比 ３６.８％減)

　　　　 ７２９万円(前年度比 ５１.９％減)

　  １億６，０３０万円(前年度比 ３５.９％減)

 36億2,217万円（前年度比 3.2％減）

 33億4,822万円（前年度比 5.2％減）

 2億7,395万円（前年度比 30.2％増）

 2,017万円（前年度比 皆増）

 2億5,378万円（前年度比 20.6％増）

町税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

諸収入

繰越金、財産収入など

地方交付税

地方譲与税

その他交付金

国・県支出金

町債

　１３億７，３３５万円(３５.４％)

　　　 ７，８２１万円(  ２.０％)

　  １億４，１４９万円(  ３.６％)

　　　 ６，５０３万円(  １.７％)

　  ３億１，５１２万円(  ８.１％)

　  ７億５，５７１万円(１９.５％)

　　　 １，９３８万円(  ０.５％)

　　 　９，１６６万円(  ２.３％)

　  ５億８，１０３万円(１５.０％)

　  ４億６，１７０万円(１１.９％)　　　　　　

　

歳入総額　　３８億８，２６８万円

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

　　  ７，２００万円(  １.９％)

　５億３，８５２万円(１４.５％)

 １１億９，２９０万円(３２.１％)

　４億５，４９２万円(１２.２％)

　２億３，９３４万円(  ６.５％)

　　  ５，０９５万円(  １.４％)

　１億５，２６６万円(  ４.１％)

　１億１，３７３万円(  ３.１％)

　４億５，７９６万円(１２.３％)

　４億４，２１１万円(１１.９％)

歳出総額　　３７億１，５０９万円

　一般
会
計
は
、歳
入
で
前
年
度
比
1.7
％
減
、歳
出
で
0.8
％
増
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、前
年
度
に
比
べ
町
税
及
び
国・県
支
出
金

な
ど
が
減
少
し
、普
通
建
設
事
業
費
や
補
助
費
な
ど
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
で
は
、町
税
が
全
体
の
35.4
％
と
最
も
大
き
い
割
合
を
占

め
る
も
、前
年
度
比
８
，３
９
４
万
円
、5.8
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、町
民
税
が
個
人・法
人
と
も
わ
ず
か
に
増
加
し
た一

方
で
、依
然
と
し
て
企
業
の
設
備
な
ど
へ
の
投
資
が
停
滞
し
て
お

り
、固
定
資
産
税
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、自
主
財
源
比
率
は
歳
入
全
体
の

50.8
％
を
占
め

て
お
り
、前
年
度
比
2.9
％
減
少
し
た
も
の
の
、高
い
数
値
を
維
持

し
て
お
り
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、住
民
の
福
祉
の
た
め
の
民
生
費
が
最
も
大
き
な

割
合
を
占
め
て
お
り
、続
い
て
、総
務
費
、教
育
費
、衛
生
費
、公

債
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、性
質
別
で
は
、補
助
費
が
前

年
度
比
９
，０
８
１
万
円
、18.4
％
、普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度

比
８
，９
４
６
万
円
、14.6
％
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

子
育
て
世
帯
や
低
所
得
者
に
対
す
る
臨
時
給
付
金
と
、東
部
地

区
児
童
館
建
設
事
業
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。ま
た
、町
民一人

あ
た
り
に
使
わ
れ
た
金
額
は
約
５９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
じ
て
、平
成
26
年
度
決
算
で
は
、日
本
経
済
は
緩
や
か
な
景

気
回
復
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る一方
で
、未
だ
景
気
回
復
の
実
感

が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、消
費
税
増
税
に
よ
り
景
気
の

先
行
き
が
不
透
明
で
あ
り
、地
方
財
政
の
厳
し
い
状
況
が
続
く

中
、町
税
の
確
保
、経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
た
結
果
、実
質
収

支
は
黒
字
と
な
り
安
定
し
た
財
政
運
営
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
後
、加
速
し
て
い
く
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
す

る
施
策
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
中
、手
厚
く
き
め
細
や
か
な
福

祉
施
策
の
継
続
に
加
え
、生
活
基
盤
や
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る

充
実
に
取
り
組
み
、町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全・安
心
に
、そ
し
て
豊

か
な
生
活
が
実
感
で
き
る
よ
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

　一般
会
計
は
、歳
入
で
前
年
度
比
1.7
％
減
、歳
出
で
0.8
％
増
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、前
年
度
に
比
べ
町
税
及
び
国・県
支
出
金

な
ど
が
減
少
し
、普
通
建
設
事
業
費
や
補
助
費
な
ど
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
で
は
、町
税
が
全
体
の
35.4
％
と
最
も
大
き
い
割
合
を
占

め
る
も
、前
年
度
比
８
，３
９
４
万
円
、5.8
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、個
人
町
民
税
、法
人
税
が
わ
ず
か
に
増
加
し
た一方

で
、依
然
と
し
て
企
業
の
設
備
な
ど
へ
の
投
資
が
停
滞
し
て
お

り
、固
定
資
産
税
の
大
幅
な
減
少
に
加
え
、国・県
支
出
金
が
前

年
度
比
５
，１
３
４
万
円
、21.4
％
と
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因

で
す
。し
か
し
な
が
ら
、自
主
財
源
比
率
は
歳
入
全
体
の

50.8
％
を

占
め
て
お
り
、前
年
度
比
2.9
％
減
少
し
た
も
の
の
、高
い
数
値
を

維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、住
民
の
福
祉
の
た
め
の
民
生
費
が
最
も
大
き
な

割
合
を
占
め
て
お
り
、続
い
て
、総
務
費
、教
育
費
、衛
生
費
、公

債
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、性
質
別
で
は
、補
助
費
が
前

年
度
比
９
，０
８
１
万
円
、18.4
％
、普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度

比
８
，９
４
６
万
円
、14.6
％
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

子
育
て
世
帯
や
低
所
得
者
に
対
す
る
臨
時
給
付
金
と
、東
部
地

区
児
童
館
建
設
事
業
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。ま
た
、町
民一人

あ
た
り
に
使
わ
れ
た
金
額
は
約
５９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
じ
て
、平
成
26
年
度
決
算
で
は
、日
本
経
済
は
緩
や
か
な
景

気
回
復
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る一方
で
、未
だ
景
気
回
復
の
実
感

が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、消
費
税
増
税
を
控
え
る
な
ど

先
行
き
が
不
透
明
で
あ
り
、地
方
財
政
の
厳
し
い
状
況
が
続
く

中
、町
税
の
確
保
、経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
た
結
果
、実
質
収

支
は
黒
字
と
な
り
安
定
し
た
財
政
運
営
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
後
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会

に
対
す
る
施
策
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、手
厚
く
き
め
細
や
か

な
福
祉
施
策
の
継
続
に
加
え
、生
活
基
盤
や
教
育
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
に
取
り
組
み
、町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全・安
心
に
、そ
し

て
豊
か
な
生
活
が
実
感
で
き
る
よ
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。

●特別会計●特別会計
会　計　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額

国民健康保険特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
介護保険事業特別会計
介護保険サービス事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

5億1,924万円
2,565万円

1億6,615万円
4億5,644万円

5,557万円
 5,199万円

4億9,165万円
2,474万円

1億6,042万円
4億3,354万円

5,363万円
5,107万円

2,759万円
91万円

573万円
2,290万円

194万円
92万円

●ハード事業
東部地区児童館建設事業 …２億３，５２９万円
　東部地区に新しく児童館を建設し、更なる教育環境の充
実を図りました。

川北中学校、橘小学校空調設備改修事業 …１億７，５８４万円
　２ヶ年計画の１年目で、今後町内全ての小中学校に冷暖
房を整備し、子ども達がよりよい環境で学習に取り組むこ
とができます。

サンアリーナ川北改修事業 …２，435万円
　経年により傷んだ屋根の塗装など改修を行い、さらに快
適に利用できるようになりました。

防災行政無線整備事業実施設計 …８５３万円
　防災行政無線の整備に向けた実施設計を行いました。

電気自動車充電スタンド設置事業 …１，００６万円
　サンアリーナ川北横に設置し、誰でも気軽に利用するこ
とができます。

●ソフト事業
乳幼児・児童・生徒医療費助成事業 …２，５９６万円
　18歳までの医療費の自己負担分を全額助成しました。

住宅用太陽光発電システム設置費補助 …２６５万円
　１回に限り１ｋＷあたり５万円で20万円を上限に、住宅用
太陽光発電システムの設置費用を助成しました。

中小企業設備投資促進助成金 …１９９万円
　町内企業へ利子率2.0％、60万円を上限に、設備投資に
係る費用の助成をしました。

不妊症及び不育症治療費助成事業 …４１２万円
　不妊症治療に加え不育症治療を受けている夫婦に対し
100万円を上限にその７割を助成しました。

◆主な事業◆

自主財源
50.8％

依存財源
49.2％

歳入総額
３８億８，２６８万円

分担金及び
負担金

（2.0％）

議会費
（1.9％）

総務費
（14.5％）

民生費
（32.1％）

衛生費
（12.2％）農林水産業費

（6.5％）

商工費
（1.4％）

土木費
（4.1％）

消防費
（3.1％）

教育費
（12.3％）

公債費
（11.9％）

電気自動車充電スタンド

東部地区児童館
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使用料及び
手数料
（3.6％）

諸収入
（1.7％）

繰越金、
財産収入など
（8.1％）

地方譲与税
（0.5％）

町税
（35.4％）
町税

（35.4％）国・県支出金
（15.0％）

町債
（11.9％）

地方交付税
（19.5％）

その他交付金
（2.3％）

●
特
集
　平
成
26
年
度
決
算
状
況

●
特
集
　平
成
26
年
度
決
算
状
況

平
成
26
年
度
決
算
状
況

平
成
26
年
度
決
算
状
況

　平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
、特
別
会
計
の
決

算
状
況
が
ま
と
ま
り
、11
月
に
議
会
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
頂
い
た
大
切

な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、そ
の
決

算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●一般会計●●一般会計●
歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

翌年度へ繰越すべき財源

実質収支

　３８億８，２６８万円(前年度比　１.７％減)

　３７億１，５０９万円(前年度比　０.８％増)

　  １億６，７５９万円(前年度比 ３６.８％減)

　　　　 ７２９万円(前年度比 ５１.９％減)

　  １億６，０３０万円(前年度比 ３５.９％減)

 36億2,217万円（前年度比 3.2％減）

 33億4,822万円（前年度比 5.2％減）

 2億7,395万円（前年度比 30.2％増）

 2,017万円（前年度比 皆増）

 2億5,378万円（前年度比 20.6％増）

町税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

諸収入

繰越金、財産収入など

地方交付税

地方譲与税

その他交付金

国・県支出金

町債

　１３億７，３３５万円(３５.４％)

　　　 ７，８２１万円(  ２.０％)

　  １億４，１４９万円(  ３.６％)

　　　 ６，５０３万円(  １.７％)

　  ３億１，５１２万円(  ８.１％)

　  ７億５，５７１万円(１９.５％)

　　　 １，９３８万円(  ０.５％)

　　 　９，１６６万円(  ２.３％)

　  ５億８，１０３万円(１５.０％)

　  ４億６，１７０万円(１１.９％)　　　　　　

　

歳入総額　　３８億８，２６８万円

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

　　  ７，２００万円(  １.９％)

　５億３，８５２万円(１４.５％)

 １１億９，２９０万円(３２.１％)

　４億５，４９２万円(１２.２％)

　２億３，９３４万円(  ６.５％)

　　  ５，０９５万円(  １.４％)

　１億５，２６６万円(  ４.１％)

　１億１，３７３万円(  ３.１％)

　４億５，７９６万円(１２.３％)

　４億４，２１１万円(１１.９％)

歳出総額　　３７億１，５０９万円

　一般
会
計
は
、歳
入
で
前
年
度
比
1.7
％
減
、歳
出
で
0.8
％
増
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、前
年
度
に
比
べ
町
税
及
び
国・県
支
出
金

な
ど
が
減
少
し
、普
通
建
設
事
業
費
や
補
助
費
な
ど
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
で
は
、町
税
が
全
体
の
35.4
％
と
最
も
大
き
い
割
合
を
占

め
る
も
、前
年
度
比
８
，３
９
４
万
円
、5.8
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、町
民
税
が
個
人・法
人
と
も
わ
ず
か
に
増
加
し
た一

方
で
、依
然
と
し
て
企
業
の
設
備
な
ど
へ
の
投
資
が
停
滞
し
て
お

り
、固
定
資
産
税
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、自
主
財
源
比
率
は
歳
入
全
体
の

50.8
％
を
占
め

て
お
り
、前
年
度
比
2.9
％
減
少
し
た
も
の
の
、高
い
数
値
を
維
持

し
て
お
り
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、住
民
の
福
祉
の
た
め
の
民
生
費
が
最
も
大
き
な

割
合
を
占
め
て
お
り
、続
い
て
、総
務
費
、教
育
費
、衛
生
費
、公

債
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、性
質
別
で
は
、補
助
費
が
前

年
度
比
９
，０
８
１
万
円
、18.4
％
、普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度

比
８
，９
４
６
万
円
、14.6
％
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

子
育
て
世
帯
や
低
所
得
者
に
対
す
る
臨
時
給
付
金
と
、東
部
地

区
児
童
館
建
設
事
業
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。ま
た
、町
民一人

あ
た
り
に
使
わ
れ
た
金
額
は
約
５９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
じ
て
、平
成
26
年
度
決
算
で
は
、日
本
経
済
は
緩
や
か
な
景

気
回
復
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る一方
で
、未
だ
景
気
回
復
の
実
感

が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、消
費
税
増
税
に
よ
り
景
気
の

先
行
き
が
不
透
明
で
あ
り
、地
方
財
政
の
厳
し
い
状
況
が
続
く

中
、町
税
の
確
保
、経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
た
結
果
、実
質
収

支
は
黒
字
と
な
り
安
定
し
た
財
政
運
営
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
後
、加
速
し
て
い
く
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
す

る
施
策
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
中
、手
厚
く
き
め
細
や
か
な
福

祉
施
策
の
継
続
に
加
え
、生
活
基
盤
や
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る

充
実
に
取
り
組
み
、町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全・安
心
に
、そ
し
て
豊

か
な
生
活
が
実
感
で
き
る
よ
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

　一般
会
計
は
、歳
入
で
前
年
度
比
1.7
％
減
、歳
出
で
0.8
％
増
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、前
年
度
に
比
べ
町
税
及
び
国・県
支
出
金

な
ど
が
減
少
し
、普
通
建
設
事
業
費
や
補
助
費
な
ど
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
で
は
、町
税
が
全
体
の
35.4
％
と
最
も
大
き
い
割
合
を
占

め
る
も
、前
年
度
比
８
，３
９
４
万
円
、5.8
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、個
人
町
民
税
、法
人
税
が
わ
ず
か
に
増
加
し
た一方

で
、依
然
と
し
て
企
業
の
設
備
な
ど
へ
の
投
資
が
停
滞
し
て
お

り
、固
定
資
産
税
の
大
幅
な
減
少
に
加
え
、国・県
支
出
金
が
前

年
度
比
５
，１
３
４
万
円
、21.4
％
と
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因

で
す
。し
か
し
な
が
ら
、自
主
財
源
比
率
は
歳
入
全
体
の

50.8
％
を

占
め
て
お
り
、前
年
度
比
2.9
％
減
少
し
た
も
の
の
、高
い
数
値
を

維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、住
民
の
福
祉
の
た
め
の
民
生
費
が
最
も
大
き
な

割
合
を
占
め
て
お
り
、続
い
て
、総
務
費
、教
育
費
、衛
生
費
、公

債
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、性
質
別
で
は
、補
助
費
が
前

年
度
比
９
，０
８
１
万
円
、18.4
％
、普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度

比
８
，９
４
６
万
円
、14.6
％
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

子
育
て
世
帯
や
低
所
得
者
に
対
す
る
臨
時
給
付
金
と
、東
部
地

区
児
童
館
建
設
事
業
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。ま
た
、町
民一人

あ
た
り
に
使
わ
れ
た
金
額
は
約
５９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
じ
て
、平
成
26
年
度
決
算
で
は
、日
本
経
済
は
緩
や
か
な
景

気
回
復
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る一方
で
、未
だ
景
気
回
復
の
実
感

が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、消
費
税
増
税
を
控
え
る
な
ど

先
行
き
が
不
透
明
で
あ
り
、地
方
財
政
の
厳
し
い
状
況
が
続
く

中
、町
税
の
確
保
、経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
た
結
果
、実
質
収

支
は
黒
字
と
な
り
安
定
し
た
財
政
運
営
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
後
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会

に
対
す
る
施
策
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、手
厚
く
き
め
細
や
か

な
福
祉
施
策
の
継
続
に
加
え
、生
活
基
盤
や
教
育
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
に
取
り
組
み
、町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全・安
心
に
、そ
し

て
豊
か
な
生
活
が
実
感
で
き
る
よ
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。

●特別会計●特別会計
会　計　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額

国民健康保険特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
介護保険事業特別会計
介護保険サービス事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

5億1,924万円
2,565万円

1億6,615万円
4億5,644万円

5,557万円
 5,199万円

4億9,165万円
2,474万円

1億6,042万円
4億3,354万円

5,363万円
5,107万円

2,759万円
91万円

573万円
2,290万円

194万円
92万円

●ハード事業
東部地区児童館建設事業 …２億３，５２９万円
　東部地区に新しく児童館を建設し、更なる教育環境の充
実を図りました。

川北中学校、橘小学校空調設備改修事業 …１億７，５８４万円
　２ヶ年計画の１年目で、今後町内全ての小中学校に冷暖
房を整備し、子ども達がよりよい環境で学習に取り組むこ
とができます。

サンアリーナ川北改修事業 …２，435万円
　経年により傷んだ屋根の塗装など改修を行い、さらに快
適に利用できるようになりました。

防災行政無線整備事業実施設計 …８５３万円
　防災行政無線の整備に向けた実施設計を行いました。

電気自動車充電スタンド設置事業 …１，００６万円
　サンアリーナ川北横に設置し、誰でも気軽に利用するこ
とができます。

●ソフト事業
乳幼児・児童・生徒医療費助成事業 …２，５９６万円
　18歳までの医療費の自己負担分を全額助成しました。

住宅用太陽光発電システム設置費補助 …２６５万円
　１回に限り１ｋＷあたり５万円で20万円を上限に、住宅用
太陽光発電システムの設置費用を助成しました。

中小企業設備投資促進助成金 …１９９万円
　町内企業へ利子率2.0％、60万円を上限に、設備投資に
係る費用の助成をしました。

不妊症及び不育症治療費助成事業 …４１２万円
　不妊症治療に加え不育症治療を受けている夫婦に対し
100万円を上限にその７割を助成しました。

◆主な事業◆

自主財源
50.8％

依存財源
49.2％

歳入総額
３８億８，２６８万円

分担金及び
負担金

（2.0％）

議会費
（1.9％）

総務費
（14.5％）

民生費
（32.1％）

衛生費
（12.2％）農林水産業費

（6.5％）

商工費
（1.4％）

土木費
（4.1％）

消防費
（3.1％）

教育費
（12.3％）

公債費
（11.9％）

電気自動車充電スタンド

東部地区児童館
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役場へのお問合せは…
 ☎   ２７７－１１１１㈹
FAX  ２７７－２５８４
◇有　線
総　務　課…２０３１
　　　　　…２０２１
税　務　課…２０５２
住　民　課…２０７１
福　祉　課…２３００
産業経済課…２０６１
土　木　課…２０４１
出　納　室…２０５１
教育委員会…２１１１
議会事務局…２０８１

今月の納税
水道使用料　　第３期

（９～11月分）

下水道使用料　第３期

（９～11月分）

介護保険料

（普通徴収）　第６期

後期高齢者医療保険料

（普通徴収）　第９期

お
知
ら
せ

れ
た
ご
み
は
、「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
に
従
い
し
っ
か
り
分
別
し
、
ご

み
投
棄
券
を
持
参
の
上
、
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
始
に
つ
い
て
は
、
１
月
６
日

（
水
）
か
ら
の
受
け
入
れ
と
な
り
ま
す
。

　

※ 
年
末
の
慌
し
い
中
で
す
が
、
で
き
る

だ
け
ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

 　

尚
、
生
ご
み
は
通
常
ど
お
り
持
込

ご
み
と
し
て
受
け
入
れ
し
ま
せ
ん
の

で
、
収
集
日
を
再
度
ご
確
認
の
上
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
収
集
ご
み
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

海
の
〝
も
し
も
〟
は
１
１
８
番

　

１
月
18
日
は
「
１
１
８
番
の
日
」
で
す
。

　

１
１
８
番
は
、
海
上
保
安
庁
の
緊
急
通

報
用
電
話
番
号
で
す
。
海
上
に
お
け
る
事

件
・
事
故
な
ど
、「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
な

に
が
あ
っ
た
」
な
ど
簡
潔
に
落
ち
着
い
て

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
試
験
期
日

　

１
次　

平
成
28
年
１
月
23
日(

土)

　
　
　
　

筆
記
試
験
及
び
作
文

　

２
次　

 

平
成
28
年
２
月
４
日(

木)

〜

　
　
　
　

 

７
日(

日)

の
間
の
指
定
す
る
１

日　

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

　

※ 

推
薦
試
験
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
小
松
地
域
事
務
所
ま
で
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

▽
合
格
発
表

　

１
次
合
格
発
表

　
　

平
成
28
年
１
月
29
日(

金)

　

最
終
合
格
発
表

　
　

平
成
28
年
２
月
19
日(

金)

▽
問
合
せ
先　

自
衛
隊
小
松
地
域
事
務
所

　

☎
０
７
６
１(

２
４)

５
１
８
０

　

http://w
w

w.m
od.go.jp/pco/ishikaw

a

・ 

海
難
や
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、
ま
た

は
目
撃
し
た

・
油
の
排
出
な
ど
を
発
見
し
た

・ 

見
慣
れ
な
い
船
、
不
審
な
船
を
発
見
し

た
・
密
航
・
密
輸
事
犯
な
ど
の
情
報
を
得
た

▽
問
合
せ
先　

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部　

総
務
課
広
報
・
地
域
連
携
室

　

☎
０
２
５(

２
８
５)

０
１
１
８

　

http://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp

　

/09kanku/

　
27
年
度
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

　

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
中
学
３
年
生
な
ど

を
対
象
と
し
た
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間　
平
成
28
年
１
月
８
日(

金)

ま
で

▽ 

応
募
資
格　
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　

15
才
以
上
17
才
未
満
の
男
子(

中
学
卒

業
見
込
み
含
む)

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
休
館
日

　

川
北
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯
及
び
図
書
館

は
、
12
月
26
日
（
土
）
〜
１
月
１
日
（
金
）

ま
で
休
館
致
し
ま
す
。

　

新
年
の
営
業
は
、
１
月
２
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
で
す
。
皆
様
の
ご
来
館
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽ 

問
合
せ
先　

川
北
町
ふ
れ
あ
い
健
康
セ

ン
タ
ー

　

☎
（
２
７
７
）
１
１
１
０

年
末
は
、
12
月
29
日
も

休
ま
ず
受
け
入
れ
し
ま
す
！

　

能
美
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
、
ご
み
の
持

ち
込
み
は
、
今
年
は
12
月
24
日
（
木
）
か

ら
30
日
（
水
）
ま
で
休
ま
ず
開
場
し
、
受

け
入
れ
し
ま
す
。

　

年
末
大
掃
除
、
年
始
準
備
な
ど
で
出
さ

川
北
町
文
化

　
　

関
係
展
示
協
力
会

　

左
記
の
と
お
り
川
北
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

１
階
で
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
１
日
～
12
月
４
日

　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

12
月
１
日
～
12
月
25
日　

俳　

句

募
　
集
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【
男
子
】

石
井
　
宏
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川
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衡
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岡
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居
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田
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田
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井
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志
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本
　
大
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宮
地
　
琢
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矢
野
　
惠
一
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陽
斗

【
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井
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口
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下
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亜
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小
池
　
菜
摘

小
西
　
由
希

紺
谷
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亜
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野
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中
野
　
鈴
音

中
村
　
瑞
希

西
田
　
早
希

野
崎
　
愛
夏

橋
場
　
友
要

長
谷
川
茉
子

濱
﨑
早
裕
実

東
　
映
実
花

福
田
　
唯
奈

藤
原
　
郁
乃

堀
　
ま
ど
か

前
田
　
舞
姫

盛
　
　
綺
華

山
崎
　
彩
夏

大
和
　
千
織 平成27年の成人式の様子

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
の
対
象
者
は
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平

成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
66
名(
男
子

30
名
、
女
子
36
名)

で
す
。

　
成
人
式
は
大
き
な
節
目
と
な
る
式
典
で

す
。
対
象
の
方
に
は
12
月
中
旬
に
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。

川
北
町
成
人
式

町
文
化
セ
ン
タ
ー

２
階
ホ
ー
ル

●
日
時
　
平
成
28
年
１
月
９
日(

土)

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

●
会
場
　

成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん

国の教育ローンのご案内
　お子さまの教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融公
庫）がサポート！
　高校、大学などへの入学時・在学中にかかる費用を対象とした
公的な融資制度です。

☎03（5321）8656 能美美化センター　☎0761‒51‒2471

お子さま１人あたり350万円以内

毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）

【問合せ先・資料請求先】

【融資額】

【金　利】

【保　証】

【返済期間】

【使いみち】

【返済方法】

年2.05％固定金利（平成27年11月10日現在）
「母子家庭または世帯年収200万円（所得122万円）
以内の方は年1.65％固定金利（平成27年11月10日現在）」

15年以内
（交通遺児家庭、母子家庭または世帯年収200万円
（所得122万円）以内の方は18年以内）

入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの
敷金・家賃など

（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人によ
る保証も可能）

※詳しくはＨＰ（国の教育ローンで検索）または教育コールセンターへ
お問合せください。

「国の教育ローン」コールセンター

☎0570‒008656（ナビダイヤル）
※ナビダイヤルがご利用できない場合の電話番号

能美美化センター
　　　からのお願い !!
能美美化センター
　　　からのお願い !!

　能美美化センターごみ焼却施設基幹改良工事を平成
27年10月下旬から実施しています。
　なお、平成27年度は、１月中旬～２月末までの期間に
おきまして、焼却炉（１号炉）を止めて工事を実施するた
め、通常の処理量の半分となりますので、持込みごみを
一旦ストックしての運用となります。そのため、持込みご
みの搬入を予定されている方は工事期間中を避けた計
画で持込みいただきたくお願い申し上げます。
　併せて、皆様には更なるごみの減量・資源化にご協力
くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

▽問合せ先
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問合せ先　土木課　有線　2041

　町では今年も、冬期間の通勤、通学などに支障がないよう、生活道路の確保と安全な冬道対
策として、万全の除雪体制をとって計画的に除雪作業を進めております。冬の道路除雪は、み
なさんの日常生活と地域産業活動に欠くことのできない重要な事業です。
　効率的な除雪作業を行うためにも、みなさん一人ひとりのご理解とご協力をお願いします。

　町では今年も、冬期間の通勤、通学などに支障がないよう、生活道路の確保と安全な冬道対
策として、万全の除雪体制をとって計画的に除雪作業を進めております。冬の道路除雪は、み
なさんの日常生活と地域産業活動に欠くことのできない重要な事業です。
　効率的な除雪作業を行うためにも、みなさん一人ひとりのご理解とご協力をお願いします。

●冬用タイヤの早期装着を

●路上駐車はやめましょう

●作業中の除雪車に近寄らないで

●道路に雪を捨てないでください

●道路に落ちた屋根雪は各家庭で処分願います

　雪道でのノーマルタイヤの走行は大変危険であり、また渋滞の原因にもな
ります。突然の降雪に備えて、早めにタイヤ交換を行いましょう。

　路上の駐停車は除雪作業の妨げになります。決められた場所以外で
の駐停車はやめましょう。

　除雪車は重機械であり、前後 10ｍ位は死角となります。除雪作業中に道
路上でバックしたり、旋回したりする場合がありますので、除雪車には絶
対に近づかないでください。

　除雪車での除雪後、宅地の出入り口などに雪がたまることがあります。除雪作業は限られた時
間で行わなければならないため、このたまった雪を取り除くのは困難です。出入り口にたまった
雪は、各家庭で道路以外に排雪いただくようご協力をお願いします。

　車道や歩道に落ちた屋根雪は通行の妨げになりますので、そのまま放置せずに各家庭で道路以外
に排雪いただくようご協力願います。

除雪作業にご協力を！除雪作業にご協力を！

～雪みちネットワークを策定しています～

または、川北町役場、県土木事務所等に置いてある配布用チラシをご覧下さい。

詳しくは、除雪に関する県のホームページ

《アドレス》
http://www.pref.ishikawa.jp/michi/yuki.htm

※DoCoMo、au、ソフトバンク対応です。

みちナビ石川　Michi-Navi

http://www.michinavi.go.jp/k

携帯電話・スマートフォンで、お出かけ先から、
「みちナビ石川：携帯版」にアクセスできます。

　突発的な大雪にも備え「雪
みちネットワーク」を県下全
域で策定しています。
幹線道路や救急告示病院・消
防署へのアクセス道路を守る
ため、大雪時に、国、県、市
町が協力して優先確保する路
線です。

金沢河川国道事務所
モバイルサイト

　平成28年１月から個人番号カードが発行されることに伴い、住基カードの発行は平成27年12
月で終了します。
　ただし、現在住基カードをお持ちの方は、住基カードの有効期間内であれば、平成28年1月
以降でも、個人番号カードを取得するまでは利用可能です。
　また、確定申告などで住民基本台帳カードに搭載されている電子証明書を利用されている方
は、電子証明書の有効期間内であれば利用可能です。平成28年１月からは電子証明書が標準
的に搭載される個人番号カードの交付(申請は10月から可能)がはじまりますが、個人番号カー
ドの交付申請が集中した場合、町からの交付が遅れる可能があります。確定申告を控えた時期
に有効期間満了を迎える方は特にご注意ください。
　なお、住基カードに搭載されている電子証明書の更新を希望する方は、平成27年12月22日
(火)午後５時までに、役場１階住民課の窓口で手続きをしてください。

平日9:30～22:00 土日祝9:30～17:30(年末年始12月29日～１月３日を除く)

◎個人番号カードの申請◎個人番号カードの申請
　個人番号カードは、マイナンバー(個人番号)などが記載された写真付きの
カードです。
　本人確認のための身分証明書として利用できるとともに、カードに搭載さ

れるＩＣチップや電子証明書を活用することにより、e-Taxをはじめとした各種電子申請などを
行うことができ、今後も様々な使いみちが検討されています。
　個人番号カードの交付をご希望の方は、マイナンバーの通知とともに郵送される｢個人番号
カード交付申請書｣により申請してください。（スマートフォンなどで写真を撮り、オンラインで
の申請も可能です。）交付手数料は無料です。
　詳しくは、マイナンバーの通知に同封されている説明用パンフレットをご覧ください。

（個人番号カード　うら面）

▽問合せ先　住民課

◎住民基本台帳カード (住基カード )をお持ちの方へ◎住民基本台帳カード (住基カード )をお持ちの方へ

（個人番号カード　おもて面）

　｢通知カード｣、｢個人番号カード｣に関することや、その他マイナンバー制度に
関するお問合せにお答えします。

0120‒95‒0178（無料）

◎新たに｢マイナンバー総合フリーダイヤル｣を開設しました◎新たに｢マイナンバー総合フリーダイヤル｣を開設しました
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問合せ先　土木課　有線　2041

　町では今年も、冬期間の通勤、通学などに支障がないよう、生活道路の確保と安全な冬道対
策として、万全の除雪体制をとって計画的に除雪作業を進めております。冬の道路除雪は、み
なさんの日常生活と地域産業活動に欠くことのできない重要な事業です。
　効率的な除雪作業を行うためにも、みなさん一人ひとりのご理解とご協力をお願いします。

　町では今年も、冬期間の通勤、通学などに支障がないよう、生活道路の確保と安全な冬道対
策として、万全の除雪体制をとって計画的に除雪作業を進めております。冬の道路除雪は、み
なさんの日常生活と地域産業活動に欠くことのできない重要な事業です。
　効率的な除雪作業を行うためにも、みなさん一人ひとりのご理解とご協力をお願いします。

●冬用タイヤの早期装着を

●路上駐車はやめましょう

●作業中の除雪車に近寄らないで

●道路に雪を捨てないでください

●道路に落ちた屋根雪は各家庭で処分願います

　雪道でのノーマルタイヤの走行は大変危険であり、また渋滞の原因にもな
ります。突然の降雪に備えて、早めにタイヤ交換を行いましょう。

　路上の駐停車は除雪作業の妨げになります。決められた場所以外で
の駐停車はやめましょう。

　除雪車は重機械であり、前後 10ｍ位は死角となります。除雪作業中に道
路上でバックしたり、旋回したりする場合がありますので、除雪車には絶
対に近づかないでください。

　除雪車での除雪後、宅地の出入り口などに雪がたまることがあります。除雪作業は限られた時
間で行わなければならないため、このたまった雪を取り除くのは困難です。出入り口にたまった
雪は、各家庭で道路以外に排雪いただくようご協力をお願いします。

　車道や歩道に落ちた屋根雪は通行の妨げになりますので、そのまま放置せずに各家庭で道路以外
に排雪いただくようご協力願います。

除雪作業にご協力を！除雪作業にご協力を！

～雪みちネットワークを策定しています～

または、川北町役場、県土木事務所等に置いてある配布用チラシをご覧下さい。

詳しくは、除雪に関する県のホームページ

《アドレス》
http://www.pref.ishikawa.jp/michi/yuki.htm

※DoCoMo、au、ソフトバンク対応です。

みちナビ石川　Michi-Navi

http://www.michinavi.go.jp/k

携帯電話・スマートフォンで、お出かけ先から、
「みちナビ石川：携帯版」にアクセスできます。

　突発的な大雪にも備え「雪
みちネットワーク」を県下全
域で策定しています。
幹線道路や救急告示病院・消
防署へのアクセス道路を守る
ため、大雪時に、国、県、市
町が協力して優先確保する路
線です。

金沢河川国道事務所
モバイルサイト

　平成28年１月から個人番号カードが発行されることに伴い、住基カードの発行は平成27年12
月で終了します。
　ただし、現在住基カードをお持ちの方は、住基カードの有効期間内であれば、平成28年1月
以降でも、個人番号カードを取得するまでは利用可能です。
　また、確定申告などで住民基本台帳カードに搭載されている電子証明書を利用されている方
は、電子証明書の有効期間内であれば利用可能です。平成28年１月からは電子証明書が標準
的に搭載される個人番号カードの交付(申請は10月から可能)がはじまりますが、個人番号カー
ドの交付申請が集中した場合、町からの交付が遅れる可能があります。確定申告を控えた時期
に有効期間満了を迎える方は特にご注意ください。
　なお、住基カードに搭載されている電子証明書の更新を希望する方は、平成27年12月22日
(火)午後５時までに、役場１階住民課の窓口で手続きをしてください。

平日9:30～22:00 土日祝9:30～17:30(年末年始12月29日～１月３日を除く)

◎個人番号カードの申請◎個人番号カードの申請
　個人番号カードは、マイナンバー(個人番号)などが記載された写真付きの
カードです。
　本人確認のための身分証明書として利用できるとともに、カードに搭載さ

れるＩＣチップや電子証明書を活用することにより、e-Taxをはじめとした各種電子申請などを
行うことができ、今後も様々な使いみちが検討されています。
　個人番号カードの交付をご希望の方は、マイナンバーの通知とともに郵送される｢個人番号
カード交付申請書｣により申請してください。（スマートフォンなどで写真を撮り、オンラインで
の申請も可能です。）交付手数料は無料です。
　詳しくは、マイナンバーの通知に同封されている説明用パンフレットをご覧ください。

（個人番号カード　うら面）

▽問合せ先　住民課

◎住民基本台帳カード (住基カード )をお持ちの方へ◎住民基本台帳カード (住基カード )をお持ちの方へ

（個人番号カード　おもて面）

　｢通知カード｣、｢個人番号カード｣に関することや、その他マイナンバー制度に
関するお問合せにお答えします。

0120‒95‒0178（無料）

◎新たに｢マイナンバー総合フリーダイヤル｣を開設しました◎新たに｢マイナンバー総合フリーダイヤル｣を開設しました
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●法律相談
▽日　時

▽場　所
▽相談者
▽その他　　　　

●人権相談

●行政相談

●健康相談

●心配ごと相談

「わが心のジェニファー」 浅田　次郎

川北町立図書館（川北町ふれあい健康センター２階）
☎２７７ー８７００　　 ２７７ー８７０１
開館時間　午前 10 時～午後６時
閉 館 日　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）年末年始

図書館
だより

・ボス・イズ・バック　／笹本　稜平
・ウォーク・イン・
　　　　　クローゼット／綿矢　りさ
・凪の司祭　　　　　　／石持　浅海
・自画像　　　　　　　／朝比奈あすか
町ホームページにも新刊・新着案内が掲載されています。

・草雲雀　　　　　　　／葉室　　麟
・亡霊館の殺人　　　　／二階堂黎人
・ギリギリ　　　　　　／原田　ひ香
・秋葉原先留交番ゆうれい付き／西條　奈加
・ＭＩＬＫ　　　　　　／石田　衣良 

ほか多数

今月の相談日今月の相談日 今月の新刊今月の新刊
　日本びいきの恋人、ジェニファーから、結婚を承諾する条
件として日本へのひとり旅を命じられたアメリカ人青年のラ
リー。ニューヨーク育ちの彼は、米海軍大将の祖父に厳しく
育てられた。太平洋戦争を闘った祖父の口癖は「日本人は油
断のならない奴ら」。日本に着いたとたん、成田空港で温水
洗浄便座の洗礼を受け、初めて泊まったカプセルホテルに困惑する。……。
慣れない日本で、独特の行動様式に戸惑いながら旅を続けるラリー。様々な
出会いと別れのドラマに遭遇し、成長していく。東京、京都、大阪、九州、
そして北海道と旅を続ける中、自分の秘密を知ることとなる……。

12月８日(火)
午後１時30分～
役場２階応接室
長谷川法律事務所
ご希望の方は前日までに
総務課にご予約下さい。

▽日　時
▽場　所
▽相談者
　

12月21日(月)　午後１時～
サンアリーナ川北
人権擁護委員

12月16日(水)　午前９時～
サンアリーナ川北
行政相談委員

▽日　時
▽場　所
▽相談者
　

12月７日～28日までの
毎週月曜日
午後１時30分～
町保健センター
町保健師

▽日　時

▽場　所
▽相談者
　

12月１日～22日までの
毎週火曜日
午前９時30分～
町保健センター
町民生児童委員

▽日　時

▽場　所
▽相談者
　

☆メーターボックスの上には車や物を置かないでください。
☆メーターボックスの中はきれいにしてください。
　中に水や土が入ってしまうと、メーター指針（数字）が読みにくくなってしまいます。
☆犬などは、メーターボックスから離れた場所につないでおいてください。

冬期間における水道に
関するおねがい

冬期間における水道に
関するおねがい

　メーターボックスの上に雪が積もっている場合は、メーターが確認できるよう、ボックスの周辺の除
雪にご協力ください。        
　※冬期間において、大雪などで検針ができなかった場合は、使用水量を平均水量にさせていただくこ
とがありますので、ご理解とご協力をお願いします。

消雪目的として水道を使用しないでください消雪目的として水道を使用しないでください

水道メーターボックスの除雪にご協力ください水道メーターボックスの除雪にご協力ください

　水道水を消雪のために使用すると、ポンプ施設に大きな負担がかかり、断水となるおそれがあります。
　一度断水となると、復旧までに時間がかかる場合もあり、生活に必要な水が使用できなくなるおそれ
があります。（みなさんへ供給できる水量は限られています。）
　絶対に使用しないよう、みなさんのご協力をお願いします。

水道に関する問合せ先　　土木課　有線 2041

　水道メーターは、水道使用量を把握するための大切なメーターです。
正確、かつ効率的に検針を行うために、次のことにご注意の上ご協力をお願いします。

【メーターボックスの維持管理について】
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　次の問題の答えを枠の中に入れて、Ａ～Ｅの文字を順番に並べてください。
正解者の中から抽選で図書カードをプレゼントします。

はがき、ＦＡＸまたは電子メールに、①クイズの答え　②住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きの上、広報誌記事の感想もありましたら、下記までお送りください。

■あて先　〒923－1295　川北町字壱ツ屋174　川北町役場総務課
　　　　　e-mailアドレス　kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp
   　 　　  F A X　      　　 076（277）1748

【応募方法】

■締切り 12月18日（金）
たくさんの方のご応募をお待ちしています。

※先月号の答えは「ブンカサイ」でした。

●寺 井 警 察 署 ☎0761-57-0110　●壱ツ屋駐在所☎277-1744 有線4185　●木呂場駐在所☎277-0061 有線5821

【ヨコのカギ】
①「売る」の反対の言葉はなんですか？
③石の中でサツマイモを加熱したもの
　です「石○○○○」
⑥水蒸気 → 水 → ○○○
⑧「団子」この漢字はなんと読みますか？
⑨お年寄りが好きな日本のかよう曲とは　
　なんですか？
⑩江戸時代 → ○○○時代 → 大正時代
⑪もむと暖かくなる袋です
　「使い捨て○○○」
⑬手と足に５本ずつあるものです。
⑮「鮨」「寿司」同じ読み方です。
⑰運動会で応援席や本部にはる白いもの
　といえばなんですか？
⑲きぬごし豆腐よりかたい豆腐は
　なんですか？
⑳魚の表面にある透明でかたいものは
　なんですか？
㉒「納屋」この漢字はなんと読みますか？
㉓薬などで治療する科を○○○といいます。
㉔けがなどでたくさんの出血をおさえる　
　ことをなんといいますか？
㉕日本ではきのこの王様です。

【タテのカギ】
②二日酔いに効く漢方で、ターメリックとも
　いわれています。
③長い棒に刃のついた武器をなんと
　いいますか？
④すぐれていてりっぱな人のこと
　「○○○な人」
⑤川北ふれあいロードをつくった団体です
　「○○○○の会」
⑦かつお節のふりかけを一般になんと
　いいますか？
⑨野球チームで柱となる投手のことを
　なんといいますか？
⑩「マスク○○○」「○○○パン」
　「○○○ソーダ」
⑫お店などが場所を変えることをなんと　
　いいますか？
⑭日本で最も大きい湖はなんですか？
⑯冬に身体の一部がはれたりかゆく
　なったりする症状をなんといいますか？
⑱多くのものを一つにまとめることを
　なんといいますか？
㉑道路の端の部分をなんといいますか？
㉒「二十世紀」「豊水」「幸水」これは何の
　品種ですか？
㉓刺身は魚介などを○○のまま食べます。
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年末年始特別警戒の実施
平成２７年１２月１５日（火）～平成２８年１月５日（火）

タイヤの盗難に注意！

　○外出の際は必ず戸締まりをしましょう

　○「自分は（家は）大丈夫」と思わない

　○留守番電話機能を活用し不審な電話に注意しましょう

　タイヤ交換の時期、タイヤの盗難事件が発生します。
無防備に置いてあるタイヤは簡単に持ち去られてしまいます。盗難
対策をしっかりして、タイヤを盗難から守りましょう。

　○車庫などの屋内に保管しましょう

　○ひとまとめにしてチェーンをかけましょう

　○センサーライトを設置しましょう

　年末年始における、犯罪や事故の未然防止を図るため、地域の方々と
警察が連携して、「安全で安心な街づくり」に取りくむ運動です。
　年末年始は慌ただしさも増し、各種犯罪や交通事故など発生する
傾向になります。皆さん一人ひとりの心がけで被害に遭わないよう
注意しましょう。

●法律相談
▽日　時

▽場　所
▽相談者
▽その他　　　　

●人権相談

●行政相談

●健康相談

●心配ごと相談

「わが心のジェニファー」 浅田　次郎

川北町立図書館（川北町ふれあい健康センター２階）
☎２７７ー８７００　　 ２７７ー８７０１
開館時間　午前 10 時～午後６時
閉 館 日　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）年末年始

図書館
だより

・ボス・イズ・バック　／笹本　稜平
・ウォーク・イン・
　　　　　クローゼット／綿矢　りさ
・凪の司祭　　　　　　／石持　浅海
・自画像　　　　　　　／朝比奈あすか
町ホームページにも新刊・新着案内が掲載されています。

・草雲雀　　　　　　　／葉室　　麟
・亡霊館の殺人　　　　／二階堂黎人
・ギリギリ　　　　　　／原田　ひ香
・秋葉原先留交番ゆうれい付き／西條　奈加
・ＭＩＬＫ　　　　　　／石田　衣良 

ほか多数

今月の相談日今月の相談日 今月の新刊今月の新刊
　日本びいきの恋人、ジェニファーから、結婚を承諾する条
件として日本へのひとり旅を命じられたアメリカ人青年のラ
リー。ニューヨーク育ちの彼は、米海軍大将の祖父に厳しく
育てられた。太平洋戦争を闘った祖父の口癖は「日本人は油
断のならない奴ら」。日本に着いたとたん、成田空港で温水
洗浄便座の洗礼を受け、初めて泊まったカプセルホテルに困惑する。……。
慣れない日本で、独特の行動様式に戸惑いながら旅を続けるラリー。様々な
出会いと別れのドラマに遭遇し、成長していく。東京、京都、大阪、九州、
そして北海道と旅を続ける中、自分の秘密を知ることとなる……。

12月８日(火)
午後１時30分～
役場２階応接室
長谷川法律事務所
ご希望の方は前日までに
総務課にご予約下さい。

▽日　時
▽場　所
▽相談者
　

12月21日(月)　午後１時～
サンアリーナ川北
人権擁護委員

12月16日(水)　午前９時～
サンアリーナ川北
行政相談委員

▽日　時
▽場　所
▽相談者
　

12月７日～28日までの
毎週月曜日
午後１時30分～
町保健センター
町保健師

▽日　時

▽場　所
▽相談者
　

12月１日～22日までの
毎週火曜日
午前９時30分～
町保健センター
町民生児童委員

▽日　時

▽場　所
▽相談者
　

☆メーターボックスの上には車や物を置かないでください。
☆メーターボックスの中はきれいにしてください。
　中に水や土が入ってしまうと、メーター指針（数字）が読みにくくなってしまいます。
☆犬などは、メーターボックスから離れた場所につないでおいてください。

冬期間における水道に
関するおねがい

冬期間における水道に
関するおねがい

　メーターボックスの上に雪が積もっている場合は、メーターが確認できるよう、ボックスの周辺の除
雪にご協力ください。        
　※冬期間において、大雪などで検針ができなかった場合は、使用水量を平均水量にさせていただくこ
とがありますので、ご理解とご協力をお願いします。

消雪目的として水道を使用しないでください消雪目的として水道を使用しないでください

水道メーターボックスの除雪にご協力ください水道メーターボックスの除雪にご協力ください

　水道水を消雪のために使用すると、ポンプ施設に大きな負担がかかり、断水となるおそれがあります。
　一度断水となると、復旧までに時間がかかる場合もあり、生活に必要な水が使用できなくなるおそれ
があります。（みなさんへ供給できる水量は限られています。）
　絶対に使用しないよう、みなさんのご協力をお願いします。

水道に関する問合せ先　　土木課　有線 2041

　水道メーターは、水道使用量を把握するための大切なメーターです。
正確、かつ効率的に検針を行うために、次のことにご注意の上ご協力をお願いします。

【メーターボックスの維持管理について】
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文
芸
の
窓

文
芸
の
窓

　
　皆さん、こんにちは。お元気でしょうか？冬になりましたね。白山に雪が積もっているとこ
ろを見てもうじき降るのかなとわくわくしました。僕は近くで雪を見たことがないので、積も
るといいな～と心の中でちょっと望んでいます。オーストラリアでは南東にある山の上にた
まにしか降りません。厚着の時期になりつつありますね。僕もそろそろ上着を買わないとい
けないかもしれませんね。
　今回はオーストラリアの教育制度について書きたいと思います。オーストラリアの教育制
度は世界では１３位（ウィキペディア）で、小学校（１～６年生）とハイスクール(７～１２年生)の
大きく２つの機関に分かれています。義務教育は州によって変わりますがだいたいの場合は５～６才から１５～１７才までです
（小１～高１）。学生の１/４は義務教育が終わったら、職業専門学校に入学したり、職人の元に見習いにいったり、すぐ就職した
りします。小学校入学前は３～４才の子が一年間幼稚園（kindergarten）に入ります。義務教育ではないですが、現在子供の９
割がこの幼稚園に入学します。全国では４３の大学や大学院があり（多くの大学は各地に複数のキャンパスがあります）、１８５
０年代に創立された最も歴史のあるシドニーとメルボルン大学が世界のベスト４０に入っています。
　オーストラリアの小学校は１年～６年までで日本とほぼ同様ですが、１年生になる前に数ヶ月間予備のクラスに入ります。違
うところは、生徒達が校内を掃除しないことと、学校での給食が無いことです。生徒全員がサンドイッチや果物など家で作っ
てもらったお弁当を毎日学校にもって行き、休み時間に教室ではなく校内の自由な場所で食べます。ハイスクールは日本の中
学校や高校とかなり違います。オーストラリアでは７年～１２年生はハイスクールという一つの機関に通います。７～９年は義務
教育ですが、１０年生になると自分の進学や就職に向けて、自分が受ける科目を選びます。１１年生は受験生になりますが一番
大事なのは１２年の年末試験です。オーストラリアでは日本と違って、入りたい大学の入学試験を受けて入るのではなく、全国
の受験生との成績が比べられ、パーセンタイル値により評価され点数が与えられます。大学の方が入学に必要点な数を決め、
その点数より低かったらアウトの一回勝負。負けたら自分の第二、第三希望の大学に入学するしかない制度です。
　短い記事なのであまり細かく書けないですが、オーストラリアの教育制度の参考になったら嬉しいです。それでは皆さん、
また来月のErwinの国際交流コーナーまで。

Erwinの国際交流コーナー
アーウィン

「文芸の窓」へのお問合せは、俳句協会　　　東　孝洋さん（壱ツ屋㊒4173）　川柳かわらなでしこ会　広瀬茂子さん（上田子島㊒5327）
　　　　　　　　　　　　　　野の海短歌会　山先春枝さん（中島㊒2773）まで
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と
知
ら
す

向
井
キ
ヨ
子

一
休
み
す
る
わ
が
前
を
渋
柿
の
大
葉

　
諸
行
無
常
と
し
る
く
散
り
来
る

村
田
　
澄
子

四
十
年
ぶ
り
夫
の
教
え
子
十
三
人

　
我
家
に
集
へ
り
吾
も
論
に
ゐ
て

古
屋
　
元
子

訃
報
聞
き
野
辺
の
花
に
も
問
う
て
み
る

　
あ
ま
り
に
早
し
友
の
旅
立
ち

山
先
　
春
枝

離
り
住
む
孫
ら
の
笑
顔
想
い
つ
つ

　
蜜
柑
の
初
生
り
四
十
ほ
ど
捥
ぐ

高
鍬
　
敏
之

つ
ど

つ
ま

み
か
ん

あ
た

ひ
と
ひ

か
れ
の

い

と
き

よ
わ
い

て
ま
ね

い
と

た
い
せ
ん

あ
い
と
も
な

こ

ひ

こ
う
さ
く
ほ
う
き

さ
か

は

か
き

ひ
と

も

な

つ
ま

つ
ま 

な
な
そ
じ

み
お
や

こ
う
べ
た

は
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戸籍の窓
11月１日現在

人 口
（前月対比）

男
女

世 帯 数

6,295
　+５人

3,103人
3,192人
1,882戸

12
月
12
月くらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダー まちのまちの

うごきうごき

おくやみ
才
才
才
才

80
88
92
68

与九郎島
橘

壱ツ屋
上先出

 畑　　栄松
 小竹　宗一
 山本　茂子
 戸成　涼子

 
 
 

（年　齢） （住　所）（氏　名）

うぶごえ
川原　彩楓
沖　　　宙
苗代　紗彩

 

（氏　名）

正　悟・美　香
一　雄・雪　恵
裕　貴・　唯　

　

（保護者）

橘
ひばりタウン

下先出

（住　所）
あやか

（10月分）

たかさご
（氏　名） （住　所）

さ　や

そら

武田　拓也
秋山　　望
小野島寛和
北潟　和沙

 

下先出
白山市
舟場島

野々市市

ごみ集めの変更のお知らせ
種類 日　　付→変更日付 変更地区名

可燃物

12月23日（水）→12月22日（火）

12月31日（木）→12月30日（水）

12月23日（水）→12月21日（月）

下土室・ひばりタウン・グリーンタウン・
サンハイム川北・下田子島・木呂場・
木呂場新町・サンハイム橘・なでしこタウン

藤蔵・中島・三反田・サンハイム三反田・
草深・上先出・下先出・けやきタウン・
サンハイム中島

壱ツ屋・与九郎島・上田子島・
舟場島・橘・橘新・朝日

容器包装
プラスチック

役…川北町役場　文…川北町文化センター　保…保健センター　百…百寿会館
総…総合体育館　サ…サンアリーナ川北　　図…川北町図書館　武…武道館
児…川北町児童館　西児…西部地区児童館　東児…東部地区児童館
橘…橘構造改善センター　西…西部学供　　東…東部学供
コ…川北町コミュニティー＆スポーツ公園　

日 曜日

1
2
3
4
5
6
7

8

9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

火
水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

ま ち の 行 事 保 健 行 事
母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

法律相談(PM1:30):役

農業委員会(PM1:30):役

７か月児相談(AM10:00):保

４・12か月児健診(PM1:00):保

２か月児相談(PM1:30):保

１歳６か月児健診(PM1:00):保

２歳児健診(PM1:00):保

わくわく子育て教室(PM1:30):保

資源ごみの日

年末の交通安全県民運動(20日まで)

交通安全の日

交通安全の日

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

行政相談(AM9:00):サ

人権相談(PM1:00):サ

天皇誕生日

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

母親教室(AM10:00):保
親子ふれあいサロン(AM10:30):保

どんぐりひろば(AM10:30):児

どんぐりひろば(AM10:30):西児

欅光学級(PM1:30):文
人権週間(10日まで)
青少年講座(AM9:30)

♥

♥
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　11月になると、外は寒く、天気の良い日も減って外で
遊ぶことが少なくなりました。だから最近はよく児童館を
利用しています。うちの子はドッジビーをしたり、おまま
ごとしたりと自由に遊んでいるので本当に助かります。で
も、帰る時間になってもなかなか家に帰ろうとせずかなり
時間がかかるので、何かよい方法があったら教えてほしい
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｋ！ｋ）

昨年我が家に新アイドル誕生！Japaneseサムライこと侍亮
が加わりました。お姉ちゃんにライバル意識むき出しな華帆
とその華帆に果敢に挑む侍亮。その２人を厳しく＆優しく見
守る梨乃。おかげでいつも家中元気な笑顔であふれています。
３人とも本当にありがとう♪そしてMerry Christmas☆

父：学　　母：美香（木呂場）

ひろた かほ

廣田 華帆ちゃん

平成23年６月13日生

ひろた さすけ

廣田 侍亮くん

ひろた りの

廣田 梨乃ちゃん

平成26年３月８日生 平成21年９月25日生

父：栄一郎　　母：佐知子（グリーンタウン）

いつも咲凛のお世話をしてくれる寧音。
最近は咲凛に歌を歌ってあげたり、絵本を見せ
てあげたり、すっかりお姉ちゃんです。
これからも仲良し姉妹でいてね。

はやし

林　寧音ちゃん

さり

林　咲凛 ちゃん

平成25年７月19日生 平成27年４月30日生

アイドルアイドル K
A
W
A
K
IT
A

ちょっとちょっと一息一息

12月12月わが家の

ヘルシー&
デリシャスメニ

ューヘルシー&
デリシャスメニ

ュー

草深甚四郎慰霊剣道大会
（１０月２５日）

草深甚四郎慰霊剣道大会
（１０月２５日）

ねお はやし
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